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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
操作部と、この操作部から延びる挿入部と、上記操作部から延びるユニバーサルチューブ
とを有し、
挿入部先端から操作部に挿通された挿入部内管路；
ユニバーサルチューブ先端のコネクタ部から操作部に挿通されたユニバーサルチューブ内
管路；
この挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路の操作部における接続部に設けたシリン
ダ部材；
ユニバーサルチューブの先端のコネクタ部から挿入部先端に挿通された副送水管路；
を有する内視鏡の洗浄方法であって、
上記シリンダ部材から洗浄液を供給し、ユニバーサルチューブ内管路から排出される洗浄
液を上記副送水管路に供給することを特徴とする副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法。
【請求項２】
請求項１記載の副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法において、上記挿入部内管路とユニ
バーサルチューブ内管路が、上記コネクタ部側から圧縮空気を注入されると、上記挿入部
先端側から該圧縮空気を噴射する送気管路である副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法。
【請求項３】
請求項１記載の副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法において、上記挿入部内管路とユニ
バーサルチューブ内管路が、上記コネクタ部側から水を注入されると、上記挿入部先端側
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から該水を噴射する送水管路である副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法。
【請求項４】
請求項１記載の副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法において、上記挿入部内管路とユニ
バーサルチューブ内管路が、上記コネクタ部側に負圧がかけられると、上記挿入部先端側
から吸引を行う吸引管路である副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法。
【請求項５】
請求項１ないし４のいずれか１項記載の副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法に用いる洗
浄用アダプタであって、ユニバーサルチューブ内管路のコネクタ部側出口穴に対する接続
口金と、副送水管路のユニバーサルチューブのコネクタ部側出口穴に対する接続口金と、
両接続口金を接続する可撓チューブとを有する洗浄用アダプタ。
【請求項６】
操作部と、この操作部から延びる挿入部と、上記操作部から延びるユニバーサルチューブ
とを有し、
挿入部先端から操作部に挿通された挿入部内管路；
ユニバーサルチューブ先端のコネクタ部から操作部に挿通されたユニバーサルチューブ内
管路；
この挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路の操作部における接続部に設けた、洗浄
液が注入されるシリンダ部材；
ユニバーサルチューブの先端のコネクタ部から挿入部先端に挿通された副送水管路；
を有する内視鏡に装着される洗浄用アダプタであって、
上記ユニバーサルチューブ内管路の上記コネクタ側の端部と、上記副送水管路のいずれか
の端部とに、両端部が接続される可撓チューブを具備することを特徴とする洗浄用アダプ
タ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、副送水管路を洗浄可能な内視鏡に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
柔軟な挿入部と、術者が把持する操作部と、光源装置に着脱されるコネクタ部とを具備す
る内視鏡の内部には、入口側開口がコネクタ部に設けられ出口側開口が挿入部の先端に設
けられた送気送水管路と吸引管路が形成されている。
さらに、内視鏡の内部には、出口側開口が挿入部の先端に設けられた副送水管路が形成さ
れており、従来は、この副送水管路の入口側開口を操作部に設けていた。しかし、このよ
うな構造にすると、注水チューブを副送水管路の入口側開口に接続した際に、注水チュー
ブが、術者による操作部の操作の妨げとなってしまう。
【０００３】
このため、副送水管路の入口側開口をコネクタ部に設けることにより、注水チューブをコ
ネクタ部に接続しても、注水チューブが術者による操作の妨げとならないようにした内視
鏡が提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００４】
この内視鏡の操作部には、送気送水用シリンダと吸引用シリンダとが設けられており、送
気送水用シリンダには送気送水管路の中間部が、吸引用シリンダには吸引管路の中間部が
それぞれ連通している。送気送水用シリンダと吸引用シリンダには、各シリンダの内周面
に対して摺動自在なピストンを具備する送気送水ボタンと吸引ボタンがそれぞれ着脱自在
に嵌合している。
【０００５】
送気送水管路の入口側開口に圧縮空気源を接続した状態で送気送水ボタンを押圧すれば、
送気送水管路の出口側開口から圧縮空気が噴射され、一方、送気送水管路の入口側開口に
送水源を接続した状態で送気送水ボタンを押圧すれば、送気送水管路の出口側開口から水
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が噴射される。また、副送水管路の入口側開口に副送水送出源を接続し、副送水送出源か
ら副送水管路に副送水を送出すれば、副送水管路の出口側開口から副送水が噴射される。
【０００６】
ところで、内視鏡を使用すると、その送気送水管路、吸引管路、副送水管路が汚れてしま
うので、使用後にはこれらを洗浄する必要がある。
具体的には、内視鏡の使用後に、送気送水ボタンと吸引ボタンを各シリンダから抜き取っ
て各シリンダを開口させた後に、操作部全体を密閉されたケースで覆い、このケース内に
高圧状態の洗浄液を入れる。すると、この洗浄液が各シリンダから送気送水管路と吸引管
路に流れ込み、送気送水管路と吸引管路の入口側開口及び出口側開口から内視鏡の外部に
流れ出すので、送気送水管路と吸引管路が洗浄される。
【０００７】
しかし、上記の内視鏡では、副送水管路の入口側開口がコネクタ部に設けられているので
、操作部に注入した洗浄液が副送水管路に流れることはなく、従って、操作部に注入した
洗浄液によっては副送水管路を洗浄できなかった。
【０００８】
【特許文献１】
特開２００１－２９２９５８号公報
【０００９】
【発明の目的】
本発明は、副送水管路の端部をコネクタ部に設けた内視鏡であっても、操作部から内視鏡
の内部に注入した洗浄液によって、副送水管路を洗浄できるようにした副送水管路を有す
る内視鏡の洗浄方法及び洗浄用アダプタを得ることを目的とする。
【００１０】
【発明の概要】
本発明の副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法は、操作部と、この操作部から延びる挿入
部と、上記操作部から延びるユニバーサルチューブとを有し、挿入部先端から操作部に挿
通された挿入部内管路；ユニバーサルチューブ先端のコネクタ部から操作部に挿通された
ユニバーサルチューブ内管路；この挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路の操作部
における接続部に設けたシリンダ部材；ユニバーサルチューブの先端のコネクタ部から挿
入部先端に挿通された副送水管路；を有する内視鏡の洗浄方法であって、上記シリンダ部
材から洗浄液を供給し、ユニバーサルチューブ内管路から排出される洗浄液を上記副送水
管路に供給することを特徴とすることを特徴としている。
【００１１】
この場合は、上記挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路を、上記コネクタ部側から
圧縮空気を注入されると、上記挿入部先端側から該圧縮空気を噴射する送気管路とするこ
とができる。
【００１２】
さらに、上記挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路を、上記コネクタ部側から水を
注入されると、上記挿入部先端側から該水を噴射する送水管路とすることも可能である。
【００１３】
また、上記挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路を、上記コネクタ部側に負圧がか
けられると、上記挿入部先端側から吸引を行う吸引管路としてもよい。
【００１４】
これら副送水管路を有する内視鏡の洗浄方法に用いる洗浄アダプタは、ユニバーサルチュ
ーブ内管路のコネクタ部側出口穴に対する接続口金と、副送水管路のユニバーサルチュー
ブのコネクタ部側出口穴に対する接続口金と、両接続口金を接続する可撓チューブとを有
することを特徴としている。
【００１５】
別の態様によれば、本発明の洗浄用アダプタは、操作部と、この操作部から延びる挿入部
と、上記操作部から延びるユニバーサルチューブとを有し、挿入部先端から操作部に挿通
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された挿入部内管路；ユニバーサルチューブ先端のコネクタ部から操作部に挿通されたユ
ニバーサルチューブ内管路；この挿入部内管路とユニバーサルチューブ内管路の操作部に
おける接続部に設けた、洗浄液が注入されるシリンダ部材；ユニバーサルチューブの先端
のコネクタ部から挿入部先端に挿通された副送水管路；を有する内視鏡に装着される洗浄
用アダプタであって、上記ユニバーサルチューブ内管路の上記コネクタ側の端部と、上記
副送水管路のいずれかの端部とに、両端部が接続される可撓チューブを具備することを特
徴としている。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態について説明する。
まず、図１に基づいて、本発明の対象とする内視鏡１０の構成例を説明する。図１に示す
内視鏡１０は医療用の電子内視鏡であり、体腔内に挿入される柔軟な挿入部１１とその基
部側に接続された操作部１２を有している。挿入部１１は、先端側から順に先端部１３、
湾曲部１４及び可撓管部１５を有しており、さらに可撓管部１５が連結部１６を介して操
作部１２に接続している。周知のように、操作部１２に設けられた湾曲操作ノブ（図示略
）を回動操作すると、挿入部１１の湾曲部１４が湾曲される。操作部１２からはユニバー
サルチューブ１７が延設されており、該ユニバーサルチューブ１７の末端に設けたコネク
タ部１８は、内視鏡本体とは別体で、かつ光源を具備するプロセッサ（外部装置）（図示
略）に着脱可能となっている。
【００１７】
先端部１３は硬性部材により構成されており、該先端部１３には、図示を省略した対物レ
ンズ、配光レンズ（照明窓）が設けられている。
また、先端部１３の配光レンズには、ユニバーサルチューブ１７のコネクタ部１８から挿
入部１１の先端部１３まで配設されたライトガイドファイババンドル（図示略）を介して
、プロセッサに設けた光源からの照明光が与えられる。
対物レンズで結像された観察像は、先端部１３内に配設されたＣＣＤ（図示略）からコネ
クタ部１８まで配設された画像信号伝送用ケーブル（図示略）を介して、電子画像信号と
してプロセッサの画像処理装置に送られる。プロセッサでは、電子画像をモニタに表示し
たり画像記録媒体に記録することができる。操作部１２には、画像処理関連の遠隔操作を
行うための複数のリモート操作ボタンスイッチ（図示略）が設けられている。
【００１８】
挿入部１１の内部には、吸引兼鉗子挿通管路（挿入部内管路）（吸引管路）１９が設けら
れている。吸引兼鉗子挿通管路１９の出口側開口１９ａは先端部１３の端面に設けられて
おり、吸引兼鉗子挿通管路１９の基端側は、鉗子チャンネル２０と吸引専用管路（ユニバ
ーサルチューブ内管路）（吸引管路）２１とに枝分かれしている。鉗子チャンネル２０の
入口側開口は、連結部１６に設けられた鉗子口２２に接続しており、この鉗子口２２には
、スリット２３ａが設けられたキャップ２３が着脱自在に装着され、このスリット２３ａ
から鉗子チャンネル２０に鉗子等の処置具を挿入し、処置具を吸引兼鉗子挿通管路１９の
出口側開口１９ａから突出させることができる。一方、吸引専用管路２１は、操作部１２
、ユニバーサルチューブ１７、及びコネクタ部１８を貫通し、その入口側開口はコネクタ
部１８に設けられた吸引口金２４に接続し、吸引口金２４には、一端が負圧源に接続され
た吸引チューブ（いずれも図示略）の他端が着脱自在に接続されている。
【００１９】
吸引専用管路２１の中間部は、操作部１２に設けられた吸引用シリンダ２５（シリンダ部
材）と連通している。吸引用シリンダ２５は、底部が閉塞し底部と反対側が開口する筒状
部材であり、その内部には、吸引ボタン２６が相対移動自在に嵌合しており、吸引ボタン
２６に設けられたピストン（図示略）が吸引用シリンダ２５の内面に摺接している。
吸引ボタン２６を押圧しない状態では、鉗子口２２から処置具を挿入させ、鉗子チャンネ
ル２０を通して吸引兼鉗子挿通管路１９の出口側開口１９ａから突出させることができる
。
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一方、吸引兼鉗子挿通管路１９を吸引用の管路として使用するときには、吸引ボタン２６
を押圧する。すると、負圧源の負圧が吸引チューブと吸引専用管路２１を介して吸引兼鉗
子挿通管路１９まで及ぶようになり、先端部１３における吸引兼鉗子挿通管路１９の出口
側開口１９ａから、体液等を吸引することができる。
【００２０】
さらに、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルチューブ１７、及びコネクタ部１８の内
部には、これらを貫通する送気管路（挿入部内管路）（ユニバーサルチューブ内管路）２
７と送水管路（挿入部内管路）（ユニバーサルチューブ内管路）２８が形成されており、
送気管路２７と送水管路２８の出口側開口２７ａ、２８ａは、先端部１３の端面に設けら
れている。送気管路２７の入口側開口２７ｂは、コネクタ部１８に設けられた送気送水口
金２９に接続しており、さらに、送水管路２８の入口側開口２８ｂは送気送水口金２９内
に位置している。さらに、送水管路２８と送気管路２７の中間部は、操作部１２に設けら
れた送気送水用シリンダ（シリンダ部材）３０と連通している。送気送水用シリンダ３０
は、底部が閉塞し底部と反対側が開口する筒状部材であり、その内部には、上面が開口す
る送気送水ボタン３１が相対移動自在に嵌合しており、送気送水ボタン３１に設けられた
ピストン（図示略）が送気送水シリンダ３０の内面に摺接している。
【００２１】
送水管路２８の入口側開口２８ｂに、一端が送水ボトル（図示略）内に位置する送水チュ
ーブ（図示略）の他端を接続すると、送水チューブと送水管路２８が連通する。そして、
送水ボトル内の空気溜まりには送気チューブ（図示略）の一端が位置しており、送気チュ
ーブの他端は送気管路２７の入口側開口２７ｂに接続している。さらに、送水ボトルの空
気溜まりには圧縮空気源（図示略）から常時圧縮空気が送られており、この圧縮空気は常
時、送気チューブ、送気管路２７、及び送気送水用シリンダ３０を介して、送気送水ボタ
ン３１の上面開口から外部に漏れている。
そして、術者が指で送気送水ボタン３１の上面開口を塞ぐと、送気管路２７の出口側端部
２７ａから外部に圧縮空気が噴射され、さらに、送気送水ボタン３１の上面開口を塞いだ
状態で送気送水ボタン３１を押圧すると、送水ボトル内の水に圧縮空気の圧力が掛かり、
送水チューブ内に水が流れ、送水管路２８の出口側開口２８ａから外部に水が噴射される
。
【００２２】
さらに、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルチューブ１７、及びコネクタ部１８の内
部には、これらを貫通する副送水管路３２が設けられており、副送水管路３２の出口側開
口３２ａは先端部１３の端面に設けられ、入口側開口はコネクタ部１８に設けられた副送
水口金３３に接続している。副送水口金３３には図示しない副送水送出源から延びるチュ
ーブが接続可能であり、よって、副送水管路３２を通して先端部１３へ副送水を送ること
ができる。副送水とは、送水管路２８による送水とは別に、先端部１３から観察対象へ向
けて射出される液体であり、観察対象の洗浄や染色に用いられる。
【００２３】
次に、図２及び図３を参照しながら、内視鏡１０の使用後に、内視鏡１０に洗浄用アダプ
タ３４を接続して、内視鏡１０の送気管路２７、送水管路２８、鉗子チャンネル２０、吸
引専用管路２１、吸引兼鉗子挿通管路１９、及び副送水管路３２を洗浄する要領について
説明する。
【００２４】
洗浄時に用いる洗浄用アダプタ３４は、図３に拡大して示すように、ゴム製のチューブ（
可撓チューブ）３５の両端部に接続口金３６、３７を取り付けたものであり、一方の接続
口金３７の内部には、他方の接続口金３６側からの流体の流れを許容し、他方の接続口金
３６側への流体の流れを禁止する逆止弁３８が設けられている。
【００２５】
洗浄を行うには、まず図２に示すように、コネクタ部１８とプロセッサの接続を解除し、
鉗子口２２からキャップ２３を取り外すとともに、吸引チューブ、送水チューブ、送気チ
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ューブ、副送水送出源のチューブを内視鏡１０から取り外し、さらに、送気送水ボタン３
１と吸引ボタン２６を、送気送水用シリンダ３０と吸引用シリンダ２５から抜き取る。
この状態で、送気送水口金２９と副送水口金３３に、洗浄用アダプタ３４の両接続口金３
６、３７を接続し、洗浄用アダプタ３４を介して、送気送水口金２９と副送水口金３３と
を連通させる。
【００２６】
次いで、操作部１２全体をケース３９で覆い、ケース３９の注入口３９ａに、図示を省略
した洗浄液注入装置を接続する。この洗浄液注入装置は、洗浄液（図示略）を高圧状態で
ケース３９内に注入するものであり、高圧状態の洗浄液をケース３９内に注入すると、鉗
子口２２、送気送水用シリンダ３０、及び吸引用シリンダ２５に洗浄液が流れ込む。
鉗子口２２に流れた洗浄液は、鉗子チャンネル２０から吸引兼鉗子挿通管路１９に流れ、
吸引兼鉗子挿通管路１９の出口側開口１９ａから内視鏡１０の外部に排出される。さらに
、吸引用シリンダ２５に流れた洗浄液は、吸引口金２４と吸引兼鉗子挿通管路１９の出口
側開口１９ａから内視鏡１０の外部に排出される。この結果、鉗子チャンネル２０、吸引
兼鉗子挿通管路１９、及び吸引専用管路２１が洗浄される。
一方、送気送水用シリンダ３０に流れた洗浄液は、送気管路２７と送水管路２８に流れ、
送気管路２７と送水管路２８の出口側開口２７ａ、２８ａから内視鏡１０の外部に排出さ
れるとともに、送気送水口金２９から洗浄用アダプタ３４を介して副送水口金３３に流れ
、さらに副送水管路３２を通って、副送水管路３２の出口側開口３２ａから内視鏡１０の
外部に排出されるので、送水管路２８、送気管路２７、及び副送水管路３２が洗浄される
。
【００２７】
なお、洗浄用アダプタ３４の一方の接続口金を吸引口金２４に接続し、他方の接続口金を
副送水口金３３に接続してもよい。このようにすると、吸引口金２４から副送水管路３２
に洗浄液が流れ、副送水管路３２を通った洗浄液が、副送水管路３２の出口側開口３２ａ
から内視鏡１０の外部に排出され、かつ、吸引専用管路２１から吸引兼鉗子挿通管路１９
に流れた洗浄液が、吸引兼鉗子挿通管路１９の出口側開口１９ａから内視鏡１０の外部に
排出されるので、吸引専用管路２１、吸引兼鉗子挿通管路１９、及び副送水管路３２が洗
浄される。
この場合、送気送水シリンダ３０に注入された洗浄液は、送気管路２７と送水管路２８の
出口側開口２７ａ、２８ａと送気送水口金２９から内視鏡１０の外部に排出され、さらに
、鉗子口２２に注入された洗浄液は、鉗子チャンネル２０から吸引兼鉗子挿通管路１９に
流れ、吸引兼鉗子挿通管路１９の出口側開口１９ａから内視鏡１０の外部に排出される。
【００２８】
【発明の効果】
本発明によれば、副送水管路の端部をコネクタ部に設けた内視鏡であっても、操作部から
内視鏡の内部に注入した洗浄液によって、副送水管路を洗浄できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の内視鏡の一実施形態の断面図である。
【図２】内視鏡の内部を洗浄するときの断面図である。
【図３】副送水口金と送気送水口金を洗浄用アダプタを接続したときの断面図である。
【符号の説明】
１０　　電子内視鏡（内視鏡）
１１　　挿入部
１２　　操作部
１３　　先端部
１４　　湾曲部
１５　　可撓管部
１６　　連結部
１７　　ユニバーサルチューブ
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１８　　コネクタ部
１９　　吸引兼鉗子挿通管路（挿入部内管路）（吸引管路）
１９ａ　出口側開口
２０　　鉗子チャンネル
２１　　吸引専用管路（ユニバーサルチューブ内管路）（吸引管路）
２２　　鉗子口
２３　　キャップ
２３ａ　スリット
２４　　吸引口金
２５　　吸引用シリンダ（シリンダ部材）
２６　　吸引ボタン
２７　　送気管路（挿入部内管路）（ユニバーサルチューブ内管路）
２７ａ　出口側開口
２７ｂ　入口側開口
２８　　送水管路（挿入部内管路）（ユニバーサルチューブ内管路）
２８ａ　出口側開口
２８ｂ　入口側開口
２９　　送気送水口金
３０　　送気送水用シリンダ（シリンダ部材）
３１　　送気送水ボタン
３２　　副送水管路
３２ａ　出口側開口
３３　　副送水口金
３４　　洗浄用アダプタ
３５　　チューブ（可撓チューブ）
３６　３７　接続口金
３８　　逆止弁
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